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あらまし：名古屋大学では，2014 年度まで Sakai の利用希望者のみについて，教務データに基づきコースサ

イトを作成し運用してきたが，2015 年度から学部授業については全講義のコースサイトをあらかじめ作成するよ

うシステムを更新した．その実現方法と結果について述べる． 
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1. はじめに 
名古屋大学では，2010 年度から Sakai を導入して

コース管理システム（以下 NUCT）を運用してきた．

NUCT がより広範囲に利用されるためには，全学部

講義コースがあらかじめ自動作成されることは 低

限必要である． 
NUCT の運用当初では，コースサイト作成と教

員・履修者の登録においてUNICON社開発の「Sakora」
を用いて教務データベースから必要な情報を転送し

ていた（このシステムを以下「教務連携システム」

という）．しかし，「Sakora」はデータ投入に長時間

を要するという問題があった． 
そこで，2014 年度 NUCT 上に全学部講義を登録す

るため，この教務連携システムを更新した．ここで

は教務データベースから抽出した該当学期の学部講

義，各講義の担当教員・履修者を「Sakora」に替わ

って Sakaiに組み込まれている WEB API を使用して

投入することでNUCT上に全ての学部開講科目コー

スを自動作成するようにするものである． 
本稿では，名古屋大学における全学部講義コース

をNUCTに自動登録されるよう行った取り組みにつ

いて述べ，約１年にわたる運用において得られた知

見を示す． 

2. NUCT のこれまでの経緯 

2.1 講義登録方法の歴史 
NUCT 運用開始直後は，教務システムとコース管

理システム間（以下 CMS）の連携を担う「Sakora」
というフリーソフトウェアを利用して，教務データ

ベースより抽出・加工した講義・教員・履修者デー

タを投入していた． 

「Sakora」は教務システムと CMS 間のデータ交換

規格である「IMS ラーニングインフォメーションサ

ービス」の策定を進めるプロジェクトの一環として

UNICON 社により開発されたものである[1][2]． 
教務データベースより学期ごとに取得したデータ

から Sakora で扱える IMS 形式の CSV ファイルを作

成する部分を独自開発した．作成された CSV ファイ

ルを NUCT へ投入する部分においては，Sakora の

WEB アプリケーションを使用した．その処理概要を

図 1 に示す． 

 

しかしながら，上記方法をそのまま採用すると教

員が他人の講義のコースサイトも作成できてしまう

などの問題がある．そこで，NUCT 上で「サイト作

成ツール」GUI を表示しないように設定した． 
Sakora で全講義・全履修者データを投入すると 14

時間ほどかかる．所要時間の短縮を図るため，実際

は以下のようなカスタマイズを行って運用していた． 
① 利用申請のあった学部講義についてのみコース

サイトを運用管理者が作成する（教務データに

基づき WEB アプリで作成） 
② 夜間バッチによる教務データ投入時，①でコー

図 1  Sakora を利用した教務データ投入 
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スサイトを作成された講義の履修者データのみ

に絞り込んで履修者情報を投入する． 
③ 翌日，運用管理者が NUCT にログインし利用申

請された講義のコースサイトと Sakora で作成さ

れた履修者名簿を結びつける． 

2.2 2014 年度までの教務連携システム問題点 
「Sakora」の問題点は，前述したように教務デー

タの投入所要時間が非常に長いことである． 
所要時間を少しでも減らすため履修者データ作成を

NUCT 利用授業だけに限定し，加えて，履修取消や

却下された学生の削除処理も sakora2.9 から導入さ

れた削除処理短縮のためのパラメータを設定するこ

とで運用していた．それにも関わらず，教務データ

ベースから作成した１学期分の講義情報（学部講義

数約 3000，学部担当教員数約 1500，学部履修学生数

約 10000）を含む CSV ファイルを Sakora が用意する

WEB アプリケーション経由でロードする場合，約 9
時間を要すといった問題が存在した． 

2.3 全講義登録の必要性 
2010 年度の NUCT 導入以降，利用者は毎年増加し

ているが，全学展開実現のためには少なくとも全学

部講義登録は 低条件であると考えられた．そこで，

全学部講義登録を 2015 年度から開始することが名

古屋大学情報連携統括本部において決定された． 
しかしながら， 2014 年度時点で NUCT 登録講義

は，全学部授業の１割に満たないにも関わらず上述

のような時間を要しており，全講義・全履修者を登

録する場合 Sakora を用いることは困難であること

は自明であった．そこでシステム改修を行うことが

決定された． 

3. 全講義登録の方法 

3.1 名古屋大学における教務データベース 
教務データベースは，授業時間割・担当教員・履修

データの登録・公開など教務事務処理全般を担う「教

育推進部」が保有している．ポータルサイトにおけ

る教員・学生時間割の表示ならびに NUCT への基盤

データ投入のために，以下のテーブルのみ参照する

ことが許可されている． 
・科目テーブル 
・時間割テーブル 
・時間割担当テーブル 
・教員情報テーブル 
・学生情報テーブル 
・履修情報テーブル 

この６テーブルの関係を図 2 に示す． 
授業データの主要なテーブルは「時間割担当テーブ

ル」であるが，本テーブルは「開講開始日」「開講終

了日」で開講期間を保持している．たとえば通年授

業の場合，１つの授業が年度を越える場合もあるの

で，実際は「年度」「開講期」（前期・後期）にデー

タを分割したテーブルを作成した上で参照している． 
たとえば，開講期間が 2015/4/1～2017/3/31 の授業は 
「2015 年度前期」「2015 年度後期」「2016 年度前期」

「2016 年度後期」の 4 データに分けて登録されてい

る． 

 
 
 

3.2 講義登録の方法 
「教務連携システム」では，前述の教務データベー

スを参照し毎日夜間バッチにてNUCTへのデータ投

入を行なう．2015年度からの処理手順を図 3に示す． 
 NUCT への送信データが増えるほど処理が遅くな

るため，学期切り替わり後 2 日目以降は前日との差

分情報を NUCT に投入することとした． 
これを可能にするため NUCT 側と同期が取れてい

る「講義テーブル」「担当教員テーブル」「履修者テ

ーブル」を設けて，本日分との差分を検出可能にし

た（以降， NUCT 登録済講義テーブル，NUCT 登録

済担当教員テーブル，NUCT 登録済履修者テーブル

と略記」 

 

【バッチ処理内容】 
① 教務 DB のデータを NUCT に投入しやすい形式

にするため，「時間割担当」「時間割」「科目」「教

員」テーブルから「年度」「学期」毎のデータに

分割し「授業テーブル」として作成． 
② 教務データベースでは教員・学生の ID は「教員

コード」「学籍番号」だが，NUCT 上では「名大

ID」になるため，その対応付け 
③ 「授業テーブル」「履修情報テーブル」より該当

年度・学期の全データを抽出し，“本日分「講義

テーブル」「担当教員テーブル」「履修者テーブ

図 2 教務データベース・テーブル関連図 

図 3 教務連携バッチ処理（2015 年度以降） 
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ル」”を作成． 
④ 本日分と前日分の差分から，追加された講義に

ついてのみ NUCT にコースサイトを作成，追加

された担当教員・履修者を NUCT にメンバー登

録し，それらを“NUCT 登録済「講義テーブル」

「担当教員テーブル」「履修者テーブル」”にも

それぞれ登録． 
⑤ 前日分にあるが本日分にないデータを，削除さ

れるべき「講義データ」「担当教員データ」「履

修者データ」として検出． 
⑥ 検出された“本日削除分「担当教員データ」「履

修者データ」”を NUCT からメンバー消去，“本

日削除分「講義データ」”については，コースサ

イト削除は行なわず，運用管理者にその旨メー

ル通知．それらを“NUCT 登録済「講義テーブ

ル」「担当教員テーブル」「履修者テーブル」”か

らも削除 

3.3 NUCT へのデータ投入方法 
 NUCT への「コースサイト作成（講義登録）」「担

当教員メンバー登録」「履修者メンバー登録」は，“本

日分「講義テーブル」「担当教員テーブル」「履修者

テーブル」”より，ぞれぞれ“NUCT 登録済「講義テ

ーブル」「担当教員テーブル」「履修者テーブル」”と

の差分をとった上で，Sakai 内に付属している WEB 
API を利用して行なう．Sakai では Java と XML 技術

に基づいたフレームワークである Apache axis[3][4]
を用いて作成された WEB API が提供されており，

これらはリクエストされた際に class ファイルへコ

ンパイル・デプロイされる jws ファイル内に java メ

ソッドとして記述されている．クライアント側のプ

ログラムからは Axis フレームワークをインストー

ルした上で，必要な処理を実行するメソッドをリモ

ートプロシージャコールで利用する．例としてコー

スサイト作成時の API 利用手順は以下となる．[5]
（各 API の詳細は図 4 参照） 

 

【コースサイト作成時の API 利用手順】 
① 管理者 ID/パスワードで Sakai にログイン（login

メソッド） 
② 作成するコースサイトの所有者である教員にユ

ーザ変更（getSessionForUser メソッド） 
③ コースサイト作成（addNewSite メソッド） 

④ 作成したサイトにページの追加

（addNewPageToSite メソッド） 
⑤ 追加したページにツールの追加

（addNewToolToPage メソッド） 
⑥ Sakai からログアウト（logout メソッド） 
上記のように，GUI でサイト作成する手順と同様に

処理を記述する． 

4. 結果 
2015 年度における全学部講義登録の結果に関し，

種々の統計量とともに述べる． 

4.1 講義登録数 
2016 年 2 月 24 日時点における，2015 年度前期・後

期それぞれの学部講義登録によるコースサイト数・

担当教員数・履修者数を表 1 に示す．各コースサイ

トのメンバーは手で追加削除も可能であるため，そ

れらを含めた結果となる． 

*1 一人の教員が 3 授業担当する場合 3 人とする 
*2 一人の学生が 10 授業履修する場合 10 人とする 

4.2 バッチ所要時間 
バッチ所要時間は講義・担当教員・履修者とも差

分をとって追加・削除するため，システムの学期切

替え後初日結果と 2 日目以降で大きく異なる． 
また，履修者は学期切替え後しばらく登録されない

ため履修者反映初日までは 0 人，初日に所要時間が

ピークとなり 2 日目以降は減る．そこで，全講義の

コースサイトを作成する「学期切替え初日」と全履

修者がメンバー登録される「履修者反映初日」がピ

ークとなるため，前期・後期それぞれにおける 2 つ

のピーク日のバッチ所要時間を以下に表わす． 

また，学期切替えから履修者反映後までの所要時間

推移を 2015 年度前期を例として図 5 に示す． 
「表 2 の 2 つのピーク日」と「差分のみ登録日」の

所要時間の差が表われている．このグラフから「差

分のみ登録日」の所要時間は１時間に満たないこと

が分かる． 

 コースサ

イト数イ

ト数 

担当教員数

（*1） 
履修者数
(*2) 

2015 年度 
前期 

2986 3755 90369 

2015 年度 
後期 

3064 3722 100150 

 
学期切替え初日 履修者反映初日 
月日 所要時間 月日 所要時間 

2015 年度 
前期 

3/16 1.8H 4/8 4.0H 

2015 年度 
後期 

8/25 1.6H 9/26 3.6H 

図 4 コースサイト作成時利用 API 

表 1 2015 年度 NUCT 全学部講義登録結果 

表 2 2015 年度教務連携バッチ所要時間 
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4.3 利用率の変化 
今年度の利用されている講義のコースサイト数と，

過去に作成したコースサイト数を「利用コースサイ

ト数の推移」として図 6 に示す．2014 年度までは，

学部講義のコースサイトは教員からの利用申請に基

づいて作成してきた．そこで，2014 年度までは，登

録した講義のコースサイトはすべて利用されている

と判定する．一方，2015 年度は全講義登録によりコ

ースサイト数は前期・後期合わせて約 6,000 となっ

ているが，実際の利用数は不明である．そこで，一

ヶ月間に 100 回以上のアクセスログがあった場合を

利用されているコースサイトとしている． 

 

 

 

5. 考察 
全講義登録により，NUCT に作成されたコースサ

イト数（講義登録数）は「2014 年度の約 500」から

「2015 年度の約 6,000」に増加した．また履修者数

も「2014年度の約10,000」から「2015年度の約200,000」
に増加した． 

2014 年度まではコースサイト作成単位を「年度」

「学期」「授業コード」「教員コード」としていたた

め，複数の教員で担当する授業は教員毎に別コース

サイトを作成していた．2015 年度からはコースサイ

ト作成単位を「年度」「学期」「授業コード」と変更

し，複数教員担当授業は主担当教員のコースサイト

として作成し，他の教員は同一サイトにメンバー追

加することになった（希望があれば手作業で別サイ

トにする）．仮に昨年度までの作成単位を 2015 年度

に適用した場合のコースサイト数より減っているは

ずであるが，昨年度比 12 倍となっている． 
NUCT へのコースサイト数（講義登録数）は増加

したが，バッチ処理の所要時間は「2014 年度の約 9.5
時間」から「2015 年度の 長 4 時間（図 5 参照）」

と減っており，システム運用管理の面で改善が図れ

たと思われる． 
また利用率についても増加が見られた．今年度の利

用されているコースサイト数は，昨年度，利用申請

に基づいて作成したコースサイト数と比較し約 2 倍

になった．今年度に作成したコースサイトは約 6,000
であり，全講義の内の利用率は約 20%である．今年

度の利用率の向上は，(1) 利用申請が不要になった

ことによって利便性が向上したこと，(2)これまでの

利用講習会等の普及活動の成果があったこと，など

が理由として考えられる． 

6. 結び 
2015 年度から「教務連携システム」を改修して運

用開始した全学部講義登録の実現方法と結果につい

て述べた．これにより「Sakora」では困難となって

いた NUCT 全学展開のベースが作られた．NUCT に

登録されるデータ量の増加問題・大学院授業登録方

法などの懸案事項はあるが，今後も改良を重ねてい

く予定である． 
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図 6 利用コースサイト数の推移 

図 5 2015 年度教務連携バッチ所要時間推移 


